
委員会報告（2014年度事業計画）

名
実
と
も
に
観
光
立
国
の
リ
ー
ダ
ー
に

価
値
創
造
産
業
へ
の
挑
戦
通
じ
実
現

　
　
　
　
│
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
新
年
度
事
業
基
本
方
針
│

１
．
業
界
の
健
全
な
発
展
の
た
め
に
休
暇
制
度
の

改
革
提
言
等
の
旅
行
機
会
創
出
や
経
営
基
盤

強
化
に
向
け
た
環
境
整
備
の
取
組
み
：
旅
行

業
法
制
度
等
の
改
善

２
．
ネ
ッ
ト
流
通
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
推
進
に
対
応

す
る
施
策
検
討

３
．
ツ
ー
ウ
ェ
イ
ツ
ー
リ
ズ
ム
促
進
に
よ
る
旅
行

会
社
の
取
扱
い
拡
大
・
旅
行
需
要
創
出
：
海

外
渡
航
自
由
化
50
周
年
、
ツ
ア
ー
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
品
質
認
証
制
度
等

４
．
安
心
安
全
の
旅
の
提
供
と
危
機
管
理
を
セ
ッ

ト
に
し
た
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
徹
底
へ
の
取
組
み

５
．「
旅
の
力
」
を
活
用
し
、
地
域
と
と
も
に
旅
行

に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化
推
進
：「
ニ
ッ
ポ
ン

を
遊
び
つ
く
せ
！
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
着
地

型
旅
行
の
推
進
等

６
．
優
秀
な
人
材
獲
得
と
人
材
育
成
に
よ
る
産
業

競
争
力
の
向
上

７
．
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
４
を
企
画
・
推
進

８
．
旅
行
業
の
社
会
的
公
共
性
、
地
位
確
立
に
向

け
た
Ｃ
Ｓ
Ｖ（
共
通
価
値
の
創
造
）
活
動
へ
の

取
組
み
：
観
光
に
よ
る
東
北
復
興
活
動

２
０
１
４
年
度
の
基
本
方
針

　
　
　
│
価
値
創
造
産
業
へ
の
挑
戦
│
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�����
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�����

　
J
A
T
A
の
2
0
1
4
年
度
事
業
方
針
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　
業
界
の
基
盤
を
し
っ
か
り
つ
く
り
、
観
光
立

国
を
リ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
、
①
価
値
創
造
産

業
へ
の
進
化
、
②
新
し
い
需
要
の
喚
起
、
③
観

光
立
国
の
推
進
、
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
掲
げ
ま
し

た
。
（
J
A
T
A
理
事
・
事
務
局
長

　
越
智
良

典
）価

値
創
造
産
業
へ
の
進
化

　
今
年
度
の
事
業
計
画
は
、
2
0
1
6
年
度
ま

で
の
中
期
的
な
目
標
を
設
定
し
た
上
で
、
そ
の

達
成
に
向
け
た
2
0
1
4
年
度
に
お
け
る
基
本

方
針
に
基
づ
い
て
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
「
経
営
基
盤
強
化
に
向
け
た
環
境
整

備
の
取
り
組
み
」
で
は
端
緒
に
つ
い
た
旅
行
業

法
改
正
、
約
款
改
正
、
オ
イ
ル
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ

等
航
空
諸
問
題
な
ど
、
経
営
の
根
幹
に
あ
た
る

課
題
を
優
先
的
に
取
り
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
貸

切
バ
ス
問
題
、
派
遣
添
乗
員
問
題
な
ど
直
近
の

課
題
に
も
業
界
を
代
表
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
「
ネ
ッ
ト
流
通
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化

推
進
に
対
応
す
る
施
策
検
討
」
は
、
こ
れ
か
ら

の
価
値
創
造
に
あ
た
る
施
策
を
検
討
し
ま
す
。

　
「
安
心
安
全
の
旅
の
提
供
と
危
機
管
理
」
で

は
、
安
全
管
理
責
任
者
の
任
命
や
自
主
点
検

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
導
入
、
模
擬
訓
練
参
加
率

を
指
標
に
し
て
旅
行
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
普

及
し
、
安
全
を
付
加
価
値
と
し
た
国
際
競
争
力

の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
「
優
秀
な
人
材
獲
得
と
人
材
育
成
」
で
は
合

同
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
業
界
ガ
イ
ダ
ン
ス
の

よ
う
な
P
R
活
動
、
合
同
就
職
相
談
会
な
ど
を

強
化
し
、
若
手
社
員
向
け
に
は
、
オ
ン
デ
マ
ン

ド
研
修
を
本
格
的
に
導
入
し
て
、
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
研
修
が
で
き
る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

　
「
C
S
V
（
共
通
価
値
の
創
造
）
の
活
動
」

と
し
て
、
2
0
2
0
年
ま
で
の
長
期
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
J
A
T
A
の
道
〜
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ

イ
ル
」
を
東
北
地
区
で
開
始
し
ま
す
。

　

な
お
、
法
定
業
務
で
あ
る
国
家
試
験
や
研

修
、
消
費
者
保
護
の
た
め
の
消
費
者
相
談
や
弁

済
業
務
も
、
こ
れ
ま
で
通
り
実
施
し
ま
す
。

新
し
い
需
要
喚
起

　
「
ツ
ー
ウ
ェ
イ
ツ
ー
リ
ズ
ム
促
進
に
よ
る
需

要
創
出
」
で
は
、
ま
ず
海
外
旅
行
の
需
要
拡
大

で
、
「
海
外
渡
航
自
由
化
50
周
年
」
の
メ
デ
ィ

ア
露
出
で
ム
ー
ド
を
醸
成
し
、
二
国
間
協
定
で

成
果
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
、
マ
レ
ー

シ
ア
等
の
継
続
発
展
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
大
き
な

中
韓
の
て
こ
い
れ
、
チ
ー
ム
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
強

化
を
行
い
ま
す
。

　

訪
日
旅
行
は
、「
ツ
ア
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
品
質

認
証
制
度
」の
普
及
啓
蒙
で
旅
行
会
社
の
取

扱
い
拡
大
を
図
り
ま
す
。ま
た
、2
0
0
0
万

人
の
高
み
を
目
指
す
た
め
の
提
言
を
行
い
、国

の
ア
ク
シ
ョン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
受
け
地
で
あ
っ
た
ア
ジ
ア
は
じ
め

各
国
が
、
海
外
旅
行
の
発
地
の
力
を
持
っ
て
き

て
い
ま
す
。
二
国
間
の
交
流
や
U
N
W
T
O

（
国
連
世
界
観
光
機
関
）
や
P
A
T
A
と
提
携

を
強
化
す
る
際
も
、
常
に
双
方
向
交
流
を
意
識

し
た
情
報
交
換
を
し
ま
す
。

　
「
旅
行
に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化
推
進
」
は

国
内
旅
行
に
お
い
て
、
5
年
間
の
宿
泊
拡
大

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
一
定
の
成
果
を
得
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
須
藤
元
気
さ
ん
率
い
る
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ 

Ｏ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
す
る
「
ニ
ッ

ポ
ン
を
、
遊
び
つ
く
せ
！
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

よ
っ
て
若
者
層
の
需
要
拡
大
を
狙
い
ま
す
。

観
光
立
国
の
推
進

　

観
光
立
国
や
業
界
発
展
の
政
策
目
標
と
し

て
、
「
有
給
休
暇
取
得
向
上
等
の
休
暇
制
度
改

革
」
を
と
り
あ
げ
ま
す
。
折
し
も
経
済
界
か
ら

休
暇
分
散
化
が
再
提
起
さ
れ
て
お
り
、
休
暇
が

拡
大
し
、
旅
行
の
機
会
が
創
出
さ
れ
る
案
を
と

り
ま
と
め
て
提
言
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
「
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
ツ
ー
リ
ズ

ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
2
0
1
4
年
を
企
画
・

推
進
」
す
る
こ
と
で
す
。
日
本
観
光
振
興
協
会

と
共
催
と
な
り
、
組
織
委
員
会
に
は
幅
広
い
産

業
、
官
庁
が
加
わ
り
、
観
光
庁
主
催
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
商
談
会
「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｔ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

ト
ラ
ベ
ル
マ
ー
ト
」
も
同
時
開
催
さ
れ
る
こ
と

で
、
国
内
、
海
外
の
注
目
度
は
格
段
に
上
が
り

ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
、
名
実

と
も
に
I
T
B
、
W
T
M
と
並
ぶ
世
界
3
大
旅

行
博
の
一
角
を
占
め
る
こ
と
で
、
観
光
立
国
の

リ
ー
ダ
ー
役
を
獲
得
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
以
上
、
次
年
度
の
基
本
方
針
を
紹
介
し
ま
し

た
。
会
員
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
、
実
行
し
て
ま
い
り
ま

す
。


